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*サンデーサイレンス Sunday Silence は米国産，米年度代表馬，北
米９勝，ケンタッキー ダービー -G1。本邦チャンピオンサイアー。本邦ＢＭ
Ｓチャンピオン。【ＢＭＳ：主な産駒】アドマイヤムーン（ドバイ デューティ 
フリー -G1），ローズキングダム（ジャパンＣ-G1），スクリーンヒーロー（ジャ
パンＣ-G1），ロゴタイプ（皐月賞-G1），レジネッタ（桜花賞-JPN1）

マストビーラヴド（93 *サンデーサイレンス）は３戦。産駒
ペイトリオティック（00 牡 栗 *ジェイドロバリー）南関東（公）５勝
ブラウトリート（01 牡 鹿 *ジェイドロバリー）２勝，石川（公）８勝，中日杯

４着
ラインクラフト（02 牝 鹿 *エンドスウィープ）６勝，桜花賞-JPN1（芝

1600ｍ），ＮＨＫマイルＣ-JPN1（芝1600ｍ），阪神牝馬Ｓ-JPN2（芝
1400ｍ），同４着，フィリーズレビュー -JPN2（芝1400ｍ），ファンタ
ジーＳ-JPN3（芝1400ｍ），秋華賞-JPN1２着，高松宮記念-JPN1２
着，ローズＳ-JPN2２着，マイルチャンピオンシップ -G1３着，阪神
ジュベナイルフィリーズ -JPN1３着

ディマクコンダ（04 牝 栗 *バチアー）１勝。産駒
ラインロバート（牡 キングヘイロー）２勝，八代特別（芝1200ｍ），

○現
ダノンマスターズ（05 馬扇 鹿 *シンボリクリスエス）１勝
フロレンティーノ Florentino（06 馬扇 鹿 *スウェプトオーヴァーボード）

北米４勝，ジェファースン カップＳ-G2（芝９Ｆ），トランシルヴァ
ニアＳ-G3３着

アドマイヤロイヤル（07 牡 鹿 キングカメハメハ）７勝，プロキオンＳ 
-G3（Ｄ1400ｍ，レコード），同２着，欅Ｓ-OP（Ｄ1400ｍ），同２着，
東京ゴールデンプレミアム（Ｄ1600ｍ），多摩川特別（Ｄ1600ｍ），
武蔵野Ｓ-G3２着，同３着，同４着，オアシスＳ-OP２着，同３着，す
ばるＳ-OP２着，アハルテケＳ-OP３着，根岸Ｓ-G3５着，岩手・南
関東○交入着，南部杯-JPN1３着，同５着，かしわ記念-JPN1５着，○現

ヴァナディース（08 牝 栗 *ロックオブジブラルタル）１勝
バルブランシュ（12 牡 芦 *スウェプトオーヴァーボード）未出走

ダイナシュート（82 *ノーザンテースト）は４勝，京成杯３歳Ｓ 
-JPN2，七夕賞-JPN3。アドマイヤマックス（高松宮記念-JPN1）の母
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Sadler's Wells 
Northern Dancer 

Fairy Bridge 

High Top 

Reprocolor 

Lyphard 

Navajo Princess 

*サンプリンス

エール

Halo 

*ダンシングブレーヴ

*ノーザンテースト

Colorspin 

Wishing Well 

ウイルプリンセス

シャダイマイン

Hail to Reason 

Cosmah 

Understanding 

Mountain Flower 

Northern Dancer 

Lady Victoria 

*ヒッティングアウェー

*ファンシミン(9)

全10口関東入厩

標準サイズの馬体は、首差しから上体、そして四肢のバランスが良
く、成長の余地を多分に残しながら将来の好馬体を予見させるには
十分です。父産駒の特長でもある容量のある腹袋は内蔵面の頑健さ
を物語っており、クッション性の良い脚元からも、使い減りや脚元
の不安もなく数多くのレースに出走して楽しませてくれそうです。
気の強い母系ですが、比較的穏和な気性をもたらす父の血が緩衝作
用を果たし、とても従順で学習能力の高いところを見せています。
四肢の運びが軽く弾むようなキャンターは、素質の確かさとともに、
この一族らしい鋭い切れ味を備えていることも見て取れます。
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1口160万円  （総額1,600万円）

販売者：ノーザンファーム　生産：ノーザンファーム　繋養：ノーザンファームYearling木村哲也厩舎 予定
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